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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 20日 (2007.7.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 純 度 が ９ ９ 以 上 の 薄 片 状
の 粒 子 が ３ 次 元 的 に 凝 集 し た 溶 媒
、 塩 化 物 イ オ ン 塩 化 物 溶 媒 と 混 合 し 、 こ の 混 合 液 を 乾 燥 、
６ ０ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ０ ℃ で 仮 焼 し て マ グ ネ シ ア 粉 末 を 成 型 し て 圧
粉 体 を 形 成 し 、 そ の 圧 粉 体 を １ ２ ０ ０ ℃ ～ １ ９ ０ ０ ℃ で 焼 成 す る こ と を 特 徴 と す る 透 明 マ
グ ネ シ ア 焼 結 体 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 熱 分 解 温 度 以
上 １ １ ０ ０ ℃ 以 下 で 仮 焼 し て 得 ら れ た マ グ ネ シ ア 粉 末 粒 子 溶 媒 、 塩 化 物 溶
媒 と を 混 合 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ３ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ４ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 を 製 造 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更

マ グ ネ シ ア か ら な る 透 明 な 焼 結 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 質 量 ％
塩 基 性 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 間 隔 を も っ て 凝 集 体 の 分 散 液 と

を 含 有 し た を し て 得 た 固 形 物 を
得 、 こ の マ グ ネ シ ア 粉 末 を

請 求 項 １ に 記 載 の 透 明 マ グ ネ シ ア 焼 結 体 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 凝 集 体 を
の 分 散 液 と 前 記

請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 透 明 マ グ ネ シ ア 焼 結 体 の 製 造 法 に お い て 、 薄 片 状 の 塩 基 性 炭 酸
マ グ ネ シ ウ ム 粒 子 の 厚 さ が ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ る

請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 透 明 マ グ ネ シ ア 焼 結 体 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 塩 化
物 溶 媒 は ０ ． １ ～ １ ５ モ ル ％ の 塩 化 物 イ オ ン を 含 有 し 、 金 属 類 や フ ッ 化 物 イ オ ン が 混 入 さ
れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 。

マ グ ネ シ ア か ら な る 透 明 な 焼 結 体



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 純 度 が ９ ９ 以 上 の 薄 片
状 の 粒 子 が ３ 次 元 的 に 凝 集 し た 溶 媒

、 塩 化 物 イ オ ン 塩 化 物 溶 媒 と 混 合 し 、 こ の 混 合 液 を 乾 燥
、 ６ ０ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ０ ℃ で 仮 焼 し て マ グ ネ シ ア 粉 末 を 成 型 し て
圧 粉 体 を 形 成 し 、 そ の 圧 粉 体 を １ ２ ０ ０ ℃ ～ １ ９ ０ ０ ℃ で 焼 成 す る こ と を 特 徴 と す る
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 熱 分
解 温 度 以 上 １ １ ０ ０ ℃ 以 下 で 仮 焼 し て 得 ら れ た マ グ ネ シ ア 粉 末 粒 子 溶 媒 、
塩 化 物 溶 媒 と を 混 合 す る こ と を 特 徴 と す る
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明

こ と を 特 徴 と す る
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１ の 透 明 マ グ ネ シ ア 焼 結 体 の 製 造 法 質 量 ％
塩 基 性 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 間 隔 を も っ て 凝 集 体 の 分 散 液

と を 含 有 し た を し て 得 た 固 形 物 を
得 、 こ の マ グ ネ シ ア 粉 末 を

。

２ は 発 明 １ の 透 明 マ グ ネ シ ア 焼 結 体 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 凝 集 体 を
の 分 散 液 と 前 記

。

３ は 、 発 明 １ 又 は ２ の 透 明 マ グ ネ シ ア 焼 結 体 の 製 造 法 に お い て 、 薄 片 状
の 塩 基 性 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 粒 子 の 厚 さ が ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ る 。
本 発 明 ４ は 、 発 明 １ か ら ３ の い ず れ か の 透 明 マ グ ネ シ ア 焼 結 体 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 塩
化 物 溶 媒 は ０ ． １ ～ １ ５ モ ル ％ の 塩 化 物 イ オ ン を 含 有 し 、 金 属 類 や フ ッ 化 物 イ オ ン が 混 入
さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 。
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